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外科感染症に対するCeftizoximeの 臨床効果の検討
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新しく開発された注射用cephalosporin荊Ceftizoximeの 外科領城における感染症に対する臨床

効果を検討 した。

成人の外科的感染症12例 を対象に,本 剤 を1回1～2g,1日2回ome shot 静脈内投与 を行った。

上投与日数は4～14日,総 投与量は8～56gであっ た。急性化膿性腹膜炎の5例 中5例,急 性胆嚢炎の

1例,創 感染の4例 中2例 だ本剤投与効果を認め,有 効率は66.7%で あった。

副作用としては,臨 床症状の面でと くに認められず,検 査成績上,本 剤投与 との関連の可能性の考

慮されなもの-AlPの 上昇 した1例 だけであ った。

は じ め に

近年の外科領域における重症感染症は,poor riskの 息者を

対象とする機会が増加するに従い,グ ラム陰性菌感染症の 占め

る比重がますます増大して きてい る。この ような状況が ら,グ

ラム陰性菌に対し強い抗菌力 をもつ安全な抗菌剤の出現が望 ま

れているが,最 近開発された数種 のセファロスポ リン系抗生剤

は,グ ラム陽性菌に対する抗菌力は従来 の もの よりやや劣 るも

のの,
1グ ラム陰性菌に対し強い活性を示す ことが特徴であ ると

されている.

Ceftizoxime(CZX)は 新たに開発 された セ フ ァ ロスポ リ

ン,セ ファマイシン類の中で も,opportunistic pathogen と

称せられる種々のグラム陰性桿菌や,Bacteroides fragilisな

どに対してとくに優れた抗菌力を示 し,β-lactamaseに も高い

安定性をもつといわれている1}.

われわれは.CZXを 外科的惑染症の12例 に使用 し,そ の臨

床効果,副 作用などについての知見を得たので報告 する。

1. 対 象お よ び方 法

昭和53年10月 か ら昭和54年3月 までの 間 に,慶 応義 塾

大学病院外科お よび済生会 神 奈川 県病 院 外科 に 入 院 した

12名の息者に対 し,本 剤 を使 用 した。 息 者 の年 令 は24才

から79才の成人で,男 子8名,女 子4名 で あ った 。

CZXの 投与量は1回1～2g ,1日2回 投 与 と した 。

投与方法は原 則 として 本剤1gを20mlの 生 理 的食 塩 水

に溶解し,約1～2分 をか け,原 則 と して0one shot 静

注した。 なお,GMど の 併 用 を 行 った 症 例7以 外 に

は,他 の抗生剤,消 炎剤 との併 用は 行 わな か っ た。

疾息の内訳は,腹 膜炎5例,胆 嚢炎1例,腹 部創感染

4例,膿 胸2例 であった。臨床効果の判定は,本 剤投与

開始後3日 以内に感染症に対する 自 ・他覚的所見の改善

をみた ものを有効(good),4日 以上を 要 した ものをや

や有効(fair),自 ・他覚的所見の 不変 または 増悪 した

ものを無効(poor)と した。細菌学的検索の うち薬剤感

受性は,CERを 含む1濃 度 ディスク法によった。

副作用の検討 として、 自 ・他覚的所見の億かに,本 罰

の使用前 ならびに使用後に,末 梢血,肝 機能,腎 機能の

変動を観察した。

耳 成 績

1) 臨床効果

12例 の概要をTable1に 示 した。

症例1～5は 急性化膿性腹膜炎症例であ る。症例1は

胃癌根治術後の,消 化管内腔 と交通のない横隔膜化膿瘍

で,外 科 的 ドレナージは行わず,本 剤を使用 した。症例

2,3は 十二指腸潰瘍の穿孔例 で,潰 瘍を含む広範囲胃

切除術の後に本剤を投与 した。症例4は 絞扼 性腹壁搬痕

ヘルニアによ り空腸穿孔 をおこした汎発性腹膜炎例で,

穿孔部空腸部分切除 と腹壁修復術 を行 うとともに本剤を

使用 した。症例5は 子宮癌手術後放射線治療によ りイレ

ウスとな り,7年 前に人工肛門造設術を受 けた患者 で,

今回腹痛,発 熱,腹 部圧痛 など腹膜炎症状を呈 して入院

し,他 の抗生剤 を使用 していたが,無 効のため本剤 を使
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Table 1 Clinical effect of

* M: Moderate, S: Severe

用 した。以上の腹膜炎の5例 はい ず れ も 有効 と判定 し

た。

急性胆嚢炎の1例(症 例6)は 胆嚢 摘出術後本剤を使

用 し,効 果は有効 と判定 した。

症例7～10は 創感染症例である。症例7は 腹部外傷に

よる小腸穿孔に対 して行われた小腸切除術後,症 例8は

S状 結腸癌に対する前方切除術後の創感染で,こ の2例

には本剤投与が有効であった。症例9は3年 前に受けた

虫垂切除術の手術剣の感染,症 例10は 右半結腸切除術後

の創感染で,い ずれ も切開,排 膿術 を行ったが,両 者と

も臨床効果は得 られなかった。

症例11は 気胸に対す る胸腔 ドレナージ中に胸腔内に感

染 をおこした ものでCET,DKB併 用投与後に本剤を使

用 したが,効 果はやや有効であった。
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Ceftizoxime in surgical infections

症例12は胃全摘,食 道空腸吻合後の膿胸例で,消 化管

内腔との交通があり,無 効であった症例である。

以上12例の疾患別の効果をTable2に 示 した。12例

のうち有効8例,や や有効1例 ,無 効3例 で,有 効率は

66.7%であった。

分離菌の同定された9例 の うち,Candida albicans

が分離された症例10を除 く8例 について
,投 与前後の菌

種 とその薬剤感受性をTable3に 示 した。菌の消失ま

たは減少 したものは4例,不 変1例,菌 種の変化 した も

の2例,super-infection1例 であった。 また,分 離菌

のCERに 対す る感受性別でみると,CER抵 抗性の場

合,3例 中2例 に菌の 消失を認め,CER感 受性の場

合には5例 中2例 に菌の消失 または減少を認めた。

分離菌をグラム陽性球菌(GPC)と,グ ラム陰性桿菌
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Table 2 Effect of Ceftizoxime in surgical infections

Table 3 Disc sensitivity of clinical isolates and bacteriological effect
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Table 4 Isolated organisms and clinical effect of CZX

(GNR)に 分けて臨床効果 との関連 を み る と(Table

4),GPC単 一菌感染1例 にはやや有効,GPC複 数菌の

感染は1例で有効,GNR感 染では単一菌感染4例 中3

例,複数菌感染の1例 が有効で,GPCとGNRの 混合

感染例1例は無効であった。GPCとGNRの 混合感染

例を除くと,GPC感 染2例 中1例,GNR感 染5例 中

4例が有効であった。

本剤投与前に投与された薬剤と,臨 床効果 との関係を

みるとCEZ,CETな どのcephalosporin系 薬剤で臨

床効果の得られなかった症例で,本 剤投与が有効であ っ

たものが4例(症 例1,5,7,8)あ った(Table 1)。

2) 副作用

自・他覚的に,本 剤投与開始後に過敏症,静 脈炎,静

注時の疼痛,胃 腸障害などの副作用と考えられる症状,

所見は認められなかった。

臨床検査値では症例6,7,8,10に 本剤投与後,末

梢血の赤血球数,ヘ モグロビン,ヘ マ トクリッ ト値の低

下を認めた(Table 5)。症例6,7,8の3例 はいずれ

も手術後1週 間前後のもので,経 口摂取不良であった症

例であり,症例10は投与前から持続 していた貧血であっ

た。白血球数では,投 与後異常低値を示 したものはなか

ったが,血液像で症例3,7の 好酸球百分率がいずれも

8%と 増加していた。これを好酸球数(/mm3)で みる

と,それぞれ376,352/mm3で あ り正常範囲内の値であ

った。リンパ球,好 中球など他の白血球分画には,手 術

による影響以外の変動は認められなか
った。 また,血 小

板数にも異常値は出現 しなかった(Table 5)。

10例について検査 した血清電解質値では
,Na+,K+,

Cl-と も正常範囲内の変動を示 した(Table 5)
。

肝機能ではGOT ,GPT,ア ルヵ リフォスファターゼ

(Al-P),ビ リル ビン 値の検討 を行った(Table 6)。 症

例2はAl-P値 が本剤投与後上昇 してい るが,原 因は

不明であ った。症例3,5,7,12で はGOT,GPT,Al

-P値 ,ピ リビルン 値な どに異常値が 出現 していたが,

いずれ も本剤投与前か らすでに存在 していた ものであっ

た。症例10で はGOT.値 が27か ら47に 上昇 しているが,

本例は盲腸癌手術後約1年 を経過 した例で,肝 転移によ

るものと考 えられた。

腎機能では症例10,12に 投与後のBUN,ク レアチニ

ンの高値が認め られてい るが,症 例10は 投与前から両値

と も高値であ り,上 昇幅 は僅かで あ った。 症例12で は

BUNだ けが急上昇 してい るが,本 例は合併症による消

化管出血のあ る症例であ った。

III. 考 案

CZXはStaphylococcus aureus,Psmdomona ae-

rugimsaに 対 し,Cefotaxime,Ticarcillinと ほぼ同様

の抗菌力を有するほか,他 の菌種,こ とに グラム陰性桿

菌に対しては,新 たに開発され た β-lactam系 抗生剤

の中でもどくに優れた抗菌 力を示すといわれてい るP。

また本剤は,血 中,尿 中,組 織内でも安定で,血 清蛋白

結合率は低 く,尿 中に大部分が排泄 され、蓄積性がない

と報告 されてい る2,3)。

われわれはCZXを12名 の成人の外科的感染症に対し

て使用 し,本 剤の臨床効果 を検討 した。

臨床効果では,12例 中8例 に本剤投与効果 を認め,有

効率は66.7%で あった。疾患別 にみると,腹 膜炎の5例

に対 しては全例有効であった。5例 の うち3例 は手術に

よる ドレナージが加えられているが,他 の2例 には腹膜

炎に対する外科的処置は加 えられておらず,本 剤の投与
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Table 5 Clinical laboratory tests (I)

* B: Before administration

A: After administration

Table 6 Clinical laboratory test (I)

* B: Before administration

A: After administration
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だけで軽快したものである。また,本 剤は胆汁への移行

は比較的良好3)とされているが,急 性胆嚢炎の1例 には

有効であった。創感染に対しては4例 中2例 に有効,他

の2例に無効であった。膿胸例には1例 やや有効,1例

無効と効果が良好でなかったが,無 効の1例 は消化管内

腔と交通があり,複数の菌種が分離 され,ド レナージも不

充分であったことが無効の原因であったと考えられる。

薬剤感受性と分離菌の消長の関係をCERデ ィスク感

受性成績でみると,CER抵 抗性菌の場合には3例 中2

例,CER感 受性菌では5例 中2例 に 菌の消失 または減

少を認め,CERに 対する感受性 と 細菌学的効果の間に

解離がみられた。これは本剤の特徴とい うよ りも,各 症

例の重症度や,外 科的処置の適否が関与 している もの と

考えられる。一方,分 離菌を,GPC,GNRに 大別 して

臨床効果との関係をみると,GPC感 染症の2例 中1例,

GNR感 染症の5例 中4例 が有効で
,GNRに 感受性が

高いといわれる本剤の特性が示された。

副作川に関 しては,臨 床検査威積上,赤 血球,血 小板

に 本剤の影響 はな く,白 血球では好酸球の百分率が2例

で高値であったが,い ずれ も好酸球〓 数は正常範囲内に

あ った。また血清電解質への本剤の影響は認められなか

った。

肝機能に対する抗生剤の影響は,一 般に外科領域では

原疾患,手 術,麻 酔 剤など多数の 要因の関与があって,

薬剤投与 との因 果関係 を求めることは困難な場合が多い

が,本 剤投与 前から肝機能に異常のみられた4例(症 例

3,5,7,12)に ついては,本 剤 との園係はないと考

え られた。 また,症 例10のGOTの 上昇 も原疾患による

もの と思われ る。症例2のAl-Pの 上昇 だけが,原 因が

明らかでな く,本剤 との関係 の可能性を否定することが

出来なかった。

BUN,ク レアチニン値で示 され る腎機 能には本剤との

関連は認められなかった。

以上の臨床検討成績か ら,本 剤は グラム陰性桿 菌に よ

る感染症を主体 とする最近の重症外科的感染症に対し,

投与効果を期待 しうるもの と思われ る。なお,肝 機能障

害には その可能性を否定 しえないので,今 後の慎重な検

討 を要する もの と考える。
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CLINICAL STUDIES ON CEFTIZOXIME IN SURGICAL INFECTIONS
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New parenteral semi-synthetic cephalosporin, ceftizoxime was given intravenously to 12 patients of surgi-

cal infections at a daily dose of 2. 0 g. Favorable clinical effects were obtained in all of 5 cases of peritonitis, 

1 case of acute cholecystitis, 2 out of 4 cases of wound infection and 0 out of 2 cases of pyothorax. The 

over-all effective rate was 66. 7%. 

The maximal total dose and duration of administration were 56 g and 14 days, respectively. No adverse 

effects were observed in all, except one case showed an increase of serum alkaline-phosphatase level after 

the administration, althouth the cause was obscure.


